
第13回さがみ縦貫危険物処理に関する有識者委員会

日 時：平成16年10月12日(火)10：30～12：00

場 所： 掘削残土仮置き場（寒川管理所）
（10：30～10：50、11：30～12：00；委 員 会）

大テント、他（10：50～11：30；現地調査）

議事次第

1．有識者委員会（10：30～10：50、11：30～12：00）：寒川管理所１F

1-1 開会

1-2 議事

(1)資料説明（公開）

項 目 概 要

１．無害化処理終了について ○ 不審物の追加発見と無害化処理終了
について
○ 汚染土壌の無害化処理終了について

○ 無害化処理に関する総括表(最終報告)

２．その他 ○ 化学兵器禁止機関（ＯＰＣＷ）への対応

について
○ Ｐ２５，Ｐ２６橋脚の事前調査結果に
ついて

(2)審議（非公開）
○ 施設の除染無害化・撤去について
○ 今後の予定について

○ その他

1-3閉会

2. 現地調査（10：50～11：30）；大テントほか

3．記者会見（12：15～12:30）；寒川管理所１F
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第１３回第１３回

さがみ縦貫危険物処理に関するさがみ縦貫危険物処理に関する

国土交通省関東地方整備局

横浜国道事務所

有識者委員会有識者委員会

説明資料説明資料



（２）汚染土壌の無害化処理終了について

これまでの委員会決定事項に関する具体案の報告についてこれまでの委員会決定事項に関する具体案の報告について

（１）不審物の追加発見と無害化処理終了について

（３）無害化処理に関する総括表（最終報告）

①汚染土壌の無害化処理終了について

②汚染土壌に含まれる石・コンクリート殻等の
　 無害化処理終了について

（５）Ｐ２５，Ｐ２６橋脚の事前調査結果について

（４）化学兵器禁止機関（ＯＰＣＷ）への対応について



（１）不審物の追加発見と無害化処理終了について



■発見状況■発見状況
発見日時：平成１６年８月 ４日（水） ：TB-636

　　　　　　　　　　 　８月１８日（水） ：TB-637
発見状況：掘削残土仮置き場のﾃﾝﾄ内から無害化処理設備へ

汚染土壌の搬送時に新たな不審ﾋﾞﾝ２本を発見。

（１）不審物の追加発見と無害化処理終了について（１）不審物の追加発見と無害化処理終了について



■追加発見された危険物等についても無害化処理を完了

無害化処理日 ： TB-636　－平成１６年８月 ７日　　　TB-637　－平成１６年８月２２日

無害化処理状況 ：追加で発見された不審ビンに対して無害化処理を行い、内容物は
　　　　　　　　　　　 ルイサイトが１本、検知なしが１本であった。
　　　　　　　　　　　 従前と同様の方法により無害化処理を完了。（検知なしは焼却処理を実施）

処理後写真

TB-636

処理後写真

TB-637

HD L HD L

1 TB-636 平成16年8月7日 ルイサイト N.D N.D N.D N.D

2 TB-637 平成16年8月22日 検知なし － － N.D N.D

分析結果
処理廃液(処理済危険物) 燃焼処理後のビンの洗浄液

NO
処理ビン
ID番号

年月日

（１）不審物の追加発見と無害化処理終了について（１）不審物の追加発見と無害化処理終了について



内 容 物 検 知 結 果

マスタード

ルイサイト
マスタード・ルイサイト混合物

検知なし
マスタード
ルイサイト

マスタード・ルイサイト混合物
検知なし

クロロアセトフェノン
806本 ／全体806本合       計

液体

49本
44本
16本

57本

ヒール
（固形物）

累計処理本数
（H16.5.7～H16.8.22）

333本
193本

13本
47本

54本

処理廃液及び燃焼処理後のビンからの危険物の検知は無く、これ
までに発見された８０６本（追加発見２本[ﾙｲｻｲﾄ：1本、検知なし：1
本]含む）全ての危険物の無害化処理の完了・安全を確認。

■総括表（最終報告）

（１）不審物の追加発見と無害化処理終了について（１）不審物の追加発見と無害化処理終了について



（２）汚染土壌の無害化処理終了について



　・汚染土壌は、ロータリーキルンで加熱処理し、化学剤を土壌から揮発させ土壌を浄化する。

　・揮発した排ガスは、２次燃焼室で燃焼加熱し、無害化する。

　・加熱処理は処理済土壌の分析をし、汚染度合いに対応した最適条件を検討しながら実施。

処
理
済
土
壌
の
分
析

B）化学剤含有量；中

C）化学剤含有量；少

A）加熱時間；15分程度

B）加熱時間；10分程度

C）加熱時間；5分程度

A）化学剤含有量；多

＜加熱温度540度＞

排ガス

２次燃焼室で　
１２００度まで加
熱し分解処理

土
壌

汚
染
無
し

汚染有り

無
害
化
処
理
完
了

＜汚染土壌の無害化処理フロー＞

Ａ：ドラム缶密閉保管　　　約２００ｍ３

Ｂ：Ｐ２９の掘削土（推定） 約２，３００ｍ３

Ｃ：その他　　　　　　　　　　約５，３００ｍ３

掘削残土仮置き場内（さ
がみ縦貫道路のIC予定
地）で盛土として再利用

場外へ搬送し、
処理土壌ヤード
に仮置き※

土
壌
の
事
前
分
析

（（２２））--①①汚染土壌の無害化処理終了汚染土壌の無害化処理終了についてについて

※場外搬送後、土壌改良の為スタビライザーにより消石灰を混合

■無害化処理方法



③処理済土壌保管室

④処理済土壌

①サンプリング状況 ②分析状況

⑤土壌改良（消石灰混合）

■処理工程写真

（（２２））--①①汚染土壌の無害化処理終了汚染土壌の無害化処理終了についてについて



作　業　期　間 ：平成１６年４月２７日～１０月１０日

無害化処理完了土量：計　７，７９０ m3

■処理済土壌分析結果（最終報告）

これまでの処理済土壌の分析結果からは危険物の

検知はなく、無害化処理の完了・安全を確認。

（（２２））--①①汚染土壌の無害化処理終了汚染土壌の無害化処理終了についてについて

　これまで、締め固められた状態での盛土の外形寸法からその量を

全体約7,000m3としていましたが、無害化処理時に土壌がほぐれるこ

とによりその処理量が増加。



■汚染土壌に含まれる石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理について

ｶﾆｸﾚｰﾝで移動

②　カゴに石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等を投入(石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等充填場所)

③　カゴを除染剤（次亜塩素酸ソーダ）槽に投入30分間浸漬

④　カゴを水槽に投入 10分間浸漬

⑤　カゴから石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等を排出 (洗浄済石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等置場)

ｸﾚｰﾝ付きﾊﾞｯｸﾎｳで移動

ｶﾆｸﾚｰﾝで移動

①　石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等

ﾊﾞｯｸﾎｳ

（（２）２）--②②汚染土壌に含まれる石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理終了汚染土壌に含まれる石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理終了についてについて

⑥　石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等付着土、除染液、沈殿土壌の分析

⑦　除染・無害化完了

汚染あり
汚染なし

■石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等除染無害化フロー図

　汚染土壌の無害化処理の際に使用するロータリーキルンでは、径５０㎜以上の

石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の処理が困難なことから、除染剤（次亜塩素酸ソーダ）による除

染・無害化により、無害化処理を実施。



■石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の除染・無害化状況写真

②石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等投入　① 石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等

（（２）２）--②②汚染土壌に含まれる石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理終了汚染土壌に含まれる石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理終了についてについて



■石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の除染・無害化状況写真

⑤カゴから石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等

　 を排出

③次亜塩素酸ソーダ槽

④水槽に投入

（（２）２）--②②汚染土壌に含まれる石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理終了汚染土壌に含まれる石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理終了についてについて



■石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等表面、処理後除染液、除染液槽内沈殿土壌の分析状況

処理後の石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等表面について毎日ＧＣ-ＭＳで測定。

石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等表面 沈殿土壌除染液

（（２）２）--②②汚染土壌に含まれる石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理終了汚染土壌に含まれる石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理終了についてについて



作　業　期　間 ：平成１６年９月２２日～１０月１０日

無害化処理完了石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等：計　　８６０ m3

　これまでの石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等表面・処理後除染液・処
理後の沈殿土壌の分析結果からは危険物の検知は
なく、無害化処理の完了・安全を確認。

（（２）２）--②②汚染土壌に含まれる石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理終了汚染土壌に含まれる石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理終了についてについて



（３）（３）無害化処理に関する無害化処理に関する総括表（最終報告）

■危険物等・汚染土壌・石・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等の無害化処理量

対　象 作業期間 無害化処理量

危険物等 平成１６年５月７日～８月２２日 ８０６本

汚染土壌 平成１６年４月２７日～１０月１０日 ７，７９０m3

石・コンクリート殻等 平成１６年９月２２日～１０月１０日 ８６０m3



（４）（４）化学兵器禁止機関（ＯＰＣＷ）への対応について



（４）（４）化学兵器禁止機関（ＯＰＣＷ）への対応について化学兵器禁止機関（ＯＰＣＷ）への対応について

　ＯＰＣＷ技術事務局に対し、追加冒頭申告、無害化

処理計画及び廃棄の記録を提出。

　査察実施の有無について、「貴国は技術事務局と

の調整に基づき、記録を採りながらの廃棄を終了した

と承知しており、ＯＰＣＷが本件施設を査察することは

ない」との見解を得ている。（平成１６年９月２８日）

　ＯＰＣＷへの一連の手続きが終了　

■査察について　（外務省より）



（５）（５）P25P25，，2626橋脚の事前調査結果について橋脚の事前調査結果について



（５）（５）P25P25，，2626橋脚の事前調査結果について橋脚の事前調査結果について

○事前調査位置

町
道
町
道

P25P25 P26P26

さがみ縦貫道路さがみ縦貫道路

計画下水道切り廻し位置計画下水道切り廻し位置

現況下水道管埋設位置現況下水道管埋設位置

旧相模海軍工廠跡地旧相模海軍工廠跡地

P29 危険物発見箇所

P26

P25

さがみ縦貫道路

P25、P26橋脚土留め範囲及び下水道切り廻し部は、旧相模海軍工廠跡地に

位置し、かつ過去に掘削していない可能性がある事から、工事着手前に事前

調査を実施。



■安全性の確認状況■安全性の確認状況

●ボーリング調査（P11～P28区間及びP30～P34区間）

　　→　第六回有識者委員会において同区間の安全性を確認

　　　　　（平成１５年５月１２日開催）

（５）（５）P25P25，，2626橋脚の事前調査結果について橋脚の事前調査結果について

P26P26

P25P25



調査手順

①表土整地、橋脚位置確認

②物理探査

・地中レーダー探査を実施し、危険物の有無を確認

③掘削

・探査結果を元に掘削。機械（バックホウ）による鋤取り掘削を　

　　　基本とする。

④事前調査終了

・②、③を1m毎に繰り返し、沖積礫質土層が確認された時点

　　　で事前調査を終了。

⑤ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

・掘削調査にあたっては、現場形測定器（NORCAM,LCD3.2等）

　　　を用いて安全を確認。

・必要に応じ作業エリアの大気分析を実施。

（５）（５）P25P25，，2626橋脚の事前調査結果橋脚の事前調査結果についてについて



（５）（５）P25P25，，2626橋脚の事前調査結果橋脚の事前調査結果についてについて

○事前調査 状況写真

GPR探査状況 検知状況



（５）（５）P25P25，，2626橋脚の事前調査結果橋脚の事前調査結果についてについて

○事前調査 状況写真

掘削状況 掘削完了

　工事再開にあたり念のため、P25,26橋脚の事前調査を平成　
１６年９月７日から２９日まで実施したが、不審物等は発見され
ず、同工事現場の安全が再度確認。これにより事前調査を終了
し、橋脚工事及び下水道切回し工事を再開。



（５）（５）P25P25，，2626橋脚の事前調査結果橋脚の事前調査結果についてについて
■土質調査平面図及び断面図

Ｐ２５
Ｐ２６

計画下水道切り廻し範囲

Ｎ

◇土質調査平面図

◇土質調査断面図

町道

GL(m)
0.0

-1.0

-3.0

-2.0

この区間は砂礫層（A3）中に砂層（A1）を挟み、
地層が乱れている。

B1

B2
A1

A3

B3

A2

Ａ

Ａ’

A-A’断面

深度約３mの全域でＡ３層（沖積砂質土層と沖積粘性土層の下にある礫質土層）を確認


